
３月例会 古利根周辺ウオーク １３ｋｍ                   

（コ－スリ－ダ－ 石井 信次） 

日 時／３月２５日（日） ９時００分迄集合 団

体歩行 

集 合／中峠亀田谷公園（ＪＲ成田線 湖北駅 

徒歩７分） 

解 散／14時 00分頃 柴崎台中央公園（ＪＲ

成田線 天王台駅 徒歩 10分） 

参加費／ＣＷＡ加盟団体無料・その他３００円 

コ－ス／中峠亀田谷公園～芝原城址～足尾山

神社～小堀地区～日の出通り～ふれあい工房

～柴崎台中央公園 

〇みどころ 大堀じゃなく小堀地区が特筆される利根川の荷物を高瀬舟で荷下ろしする艀下河岸として

利根川の流域では関宿と小堀のみ認められたものです。この間が浅瀬が多く渇水期には高瀬舟が困難

であった銚子まで艀下船を利用するので大変でした。そのための改修工事が大正９年（1920）に終了し

た。小堀は現在も取手市になっています。出発式会場は中峠亀田谷公園と駅から８００M離れた

公園で開催されました。当日は暖かく風もない穏やかなウオーキングとなり１２５名の方がご

参加いただきました。駅から遠く電車の都合で出発式を少しずらしました。お待たせして申し

訳ありませんでした。 

 



最初に行ったのは芝原城址跡の古利根展望台から川向こうの茨木県取手市小堀の対岸を

展望しました。古利根沼は利根川の蛇行部分をカットし真っすぐにした為古利根沼ができまし

た。その為為取手市の飛び地ができました。 

そして次の場所は足の神様として有名な足尾山神社です。ここまで我孫子市です。 

 

飛び地の取手市に入ります。車は土浦ナンバーが多いですが柏ナンバーもありました。 

小堀（おおぼり）と読めない説明看板の前から川沿いを見学。トイレ休憩です。 

向こう側は千葉県我孫子市になります。 

 



 

常園寺・水神社を参拝 

 



利根川の土手に出ると菜の花が満開です。 

 

しばらく歩き千葉県我孫子市の田園風景を見ながらふれあい工房でトイレ休憩後１５分位歩く

と柴崎台中央公園昼食場所に着きました。たっぷりと５０分休んだ後のスタート風景です。 

 



途中の公園で最後のトイレ休憩です。この公園では綺麗に桜が咲いていました。 

 

１３時３０分位は全員無事に我孫子駅前のふれあい公園に到着しストレッチをして解散です。 

☆3月 17日（土） 菜の花と流山市清掃工場と  約 8ｋｍ 

                           （コースリーダー 和田武年） 

                   04-7154-0170  (和田：20 時までにお願いします) 

集 合：東武線・ＴＸ線 流山おおたかの森駅南口階段下広場  9時 00 分迄集合 

解 散：初石公民館 （東武線 初石駅 徒歩５分）    １２時 00 分頃 

コ－ス：流山おおたかの森駅南口階段下広場～おおたかの森センター（ＷＣ）～茂呂神社～花輪城址公園～

流山市清掃工場（ＷＣ）～西栄寺～勤労者福祉センター（ＷＣ）～初石公民館（ＷＣ・解散） 

○みどころ 流山市内でも歴史的にとても興味深い、茂呂神社・花輪城址公園・西栄寺を巡ります。西栄寺では愉

快な朝寝坊観音さまを参拝して、その由来を聞きましょう。 

 

朝方は少し寒い感じでしたが、日中は温度も上がり、日陰で休憩したくなるような暑さになり

ました。集合場所の流山おおたかの森駅南口広場には、８１名の参加者が集まりました。 



 

温かい日差しの中での朝礼風景。 

 

 

茂侶神社に到着したところです。 

http://hokusouarukoukai.sakura.ne.jp/sblo_files/hokusouarukoukai/image/DSC0289428129.jpg
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花輪城址公園でリーダーから「枇杷首観音」の云われについての説明を聞いています。 

 

 

江戸川土手一面に咲いている菜の花を眺めながら、次の休憩場所「流山市クリーンセンタ

ー」に向かいました。 
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「流山市クリーンセンター（清掃工場）」が見えてきました。 

 

 

「流山市クリーンセンター」でトイレ休憩の後、出発前にこの後のコース説明を聞いていま

す。 
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西栄寺（さいえいじ）に到着。 

 

 

西栄寺観音堂 
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ふだん見ることができないのですが、リーダーの事前交渉で、枇杷首観音（朝寝坊観音）を

見ることができました。 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/tourism/1013087/1013107/1013129.html 

 

 

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/tourism/1013087/1013107/1013129.html
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最後の休憩場所「勤労者総合福祉センター」にある農産物直売所は、今回の参加者で大

賑わいでした。 

 

 

「小鳥の森」を抜けてゴールを目指します。 

http://hokusouarukoukai.sakura.ne.jp/sblo_files/hokusouarukoukai/image/DSC0292328129.jpg
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ゴールの「初石公民館」には、１２時１５分に到着。 

クールダウンの後、散会しました。お疲れさまでした！！ 

投稿担当： 島 明良 

  

2018年 03月 19日 

新イヤーラウンド案内ウオーク 21世紀の森と八柱霊園コース １８

Ｋｍ 

今回はイヤーラウンド案内ウオークという事で馬橋駅からスポーツオーソリティー松戸店まで

15分歩きます。タイトルは２１世紀の森と八柱霊園コース」１８Ｋｍです。 

今回は他の歩こう会とダブった為 96名の参加者でした。新しい試みで全員自由歩行の企画

です。 

http://hokusouarukoukai.sblo.jp/article/182734157.html
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http://hokusouarukoukai.sakura.ne.jp/sblo_files/hokusouarukoukai/image/DSC0293028129.jpg


 

出発式後、自由歩行なのでわかりづらい場所の誘導の為、役員はそれぞれ車だったり、電

車・徒歩でそれぞれの持ち場に散っていきました。私の誘導場所は五香交差点から恩田第二

病院裏なので歩いて移動です。 

10時 30分位到着し近くのトイレがある公園で早めの昼食して参加者を待ちます。コースタ

イムテーブル通り最初の参加者は 10時 46分丁度に到着、その後最後の参加者が通った

12時 10分まで 1時間半誘導でした。 

ショートカットしてゴールのスポーツオーソリティー松戸店に着いたのは 14時 25分でした。

直ぐアンカーも付いたので簡単な役員の反省会をして無事終了いたしました。 

事故もなく全員早めにゴールいただき有難う御座いました。これから色々な自由歩行の形態

を試していきますのでご意見を頂ければ幸いです。 

また、一部地図の説明がわかりづらく迷った方がいらしたので、その部分は今後わかりやすく

修正いたします。今回は写真がなく申し訳ありませんでした。 

              投稿担当  遠藤啓一 

 


